
公益社団法人 ２０２５年日本国際博覧会協会

開催2年前 大阪・関西万博の最新動向



開催概要

名 称 ２０２５年日本国際博覧会（略称：大阪・関西万博 ）

テーマ いのち輝く未来社会のデザイン

サブテーマ Saving Lives（いのちを救う）

Empowering Lives（いのちに力を与える）

Connecting Lives（いのちをつなぐ）

コンセプト People's Living Lab（未来社会の実験場）

会 場 夢洲(ゆめしま)（大阪市此花区）

開催期間

想定来場者数

2025年4月13日（日）～10月13日（月）184日間

2,820万人
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会場フライスルー動画
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会場レイアウト（パビリオン配置図）
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4/13 開幕2年前 起工式を開催しました
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起工式には、閣僚含む政府関係者や国会議員、地元議員、府県知事や政令市長のほか、

公式参加国、出展・協賛者、寄付者、施工者、プロデューサー、シニアアドバイザー、

アンバサダー等の協会関係者など255名が出席しました。

今後、公式参加国や民間パビリオン出展者への敷地の引き渡しを行うとともに、会場建

設工事を本格化していきます。



公式参加者の参加状況
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公式参加パビリオンの例
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■大阪・関西万博のスイスパビリオンのテーマは３つ。
①「生命（ライフ）」－ライフサイエンス、健康と栄養に着目。
②「地球（プラネット）」－環境、サステナビリティ、気候、エネルギーを扱う。

③「オーグメンテッド・ヒューマン（人間拡張）－ロボティクスと人工知能を取り上げる。
（「House of Switzerland」 https://houseofswitzerland.org/ko/node/1561）

【スイスパビリオン】 2023年2月2日スイス連邦外務省公表

Swiss Pavilion Expo 2025 Osaka



テーマ事業（シグネチャーパビリオン）
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企業・団体パビリオン
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23年1月26日出展が決定！

パナソニック ホールディングス株式会社株式会社パソナグループ



その他のパビリオン
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ウーマンズ パビリオン in collaboration with Cartier

日本館 提供：経済産業省 関西パビリオン 提供：関西広域連合

大阪パビリオン 提供：（一社）大阪パビリオン

「いのちと、いのちの、あいだに - Between 
Lives -」をテーマに、人間は循環の中で生かさ
れている存在であることに気づき、SDGsに代表
される社会課題を「自分ごと」として認識する契
機となるような展示・体験を提供します。

オール大阪の知恵とアイデアを結集させ、訪れた
人々が「いのち」や「健康」、近未来の暮らしを
感じられる展示を実現するとともに、大阪という
都市の活力・魅力を世界のより多くの人々に伝え
ていきます。

国際女性デーである3月8日（水）、リシュモン

ジャパン株式会社 カルティエ（カルティエ ジャ

パン）が、政府及び２０２５年日本国際博覧会協

会と連携して出展するパビリオンについて、構想

概要などを発表しました。

中心に関西全体の展示を置き、それを囲むよう
に各府県の展示を配置。最大12メートルの高さ
を有する展示空間や壁面、屋外広場など、パビ
リオンのあらゆる空間を利用し、関西の過去・
現在・未来を体感できる展示を行い、万博来場
者へ、関西各地へのゲートウェイとして魅力を
伝えていきます。



大阪・関西万博への参加メニューのご紹介
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未来社会ショーケース事業
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スマートモビリティ万博（空飛ぶクルマ事業）
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運営参加
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運営参加
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催事参加（主催者催事と参加催事）



催事参加（会場）
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17

3月14日 催事コンセプト及び主催者催事説明会



催事の編成行程
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営業参加
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TEAM EXPO 2025参加
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広報・プロモーション協賛
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万博交流イニシアチブ
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「万博＋観光」の推進で万博開催の効果を全国へ
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万博と観光をセットにした情報発信

〇 地域で造成された万博に関連した観光商品を万博協会のホームページに構築

予定の 「万博＋全国観光ポータルサイト（仮称）」で国内外へ発信。
〇 他の関連サイト等とも連携。

旅行商品化

各団体と連携

万博協会

素材の磨き上げ

テーマ
素材

テーマ
素材

各地域（広域連携DMO等）

旅行
商品

ポータルサイトに登録
統一的に情報発信

来
場
予
定
者関係団体

万万博と
万博と観光を
セットで発信

万博+全国観光ポータルサイト

各団体の媒体等

【イメージ】



万博を契機とした観光推進ネットワーク会議(1月16日設立)

１．設立目的
2025年の大阪・関西万博を契機とした国内外からの観光客誘客を全国規模で図るため、
観光関係団体・事業者と2025年日本国際博覧会協会とのネットワーク会議を設立

２．活動内容
①万博に関する情報や地域での「万博＋観光」の取組状況に関する情報共有
②「万博＋観光」のコンセプトや国内外への情報発信等に関する意見交換
③その他、万博を契機とした全国への観光客の送客や受入体制等に関する課題や取組状況、
連携方策に関する情報共有や意見交換

３．構成員 （33団体・事業者）
独立行政法人国際観光振興機構、独立行政法人日本貿易振興機構、
公益社団法人日本観光振興協会、一般社団法人旅行業協会、一般社団法人全国旅行業協会、
一般社団法人日本ホテル協会、一般社団法人日本旅館協会、全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会、
一般社団法人日本民営鉄道協会、公益社団法人日本バス協会、一般社団法人日本旅客船協会、
定期航空協会、一般社団法人全国空港事業者協会、関西エアポート株式会社（国際空港会社協議会）、
北海道旅客鉄道株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、東海旅客鉄道株式会社、
西日本旅客鉄道株式会社、四国旅客鉄道株式会社、九州旅客鉄道株式会社、
公益社団法人北海道観光振興機構、一般社団法人東北観光推進機構、
一般社団法人関東観光広域連携事業推進協議会、一般社団法人中央日本総合観光機構、
一般財団法人関西観光本部、一般社団法人せとうち観光推進機構、一般社団法人山陰インバウンド機構、
一般社団法人四国ツーリズム創造機構、一般社団法人九州観光機構、
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー
【オブザーバー】 内閣官房国際博覧会推進本部、経済産業省、観光庁
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